
                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

�
日

金
城
学
院
大
学
体
育
館
で
開
催

無
理
な
く
体
を
動
か
し
楽
し
も
う

も
り
や
ま
体
操
の
日

区役所で
�日ほか

大
森
保
育
園
バ
ザ
ー

毎
年
恒
例
、日
用
雑
貨
や
お
も
ち
ゃ
な
ど
並
ぶ

�日

                     

気
軽
に
楽
し
め
る
も
の
か
ら

多
く
の
ワ
イ
ン
が
並
ぶ
店
内

酒
の
中
山
　
守
山
本
店

　
長
栄
一
三
ノ
六
　
　

　
お
酒
の
あ
る
生
活
を
楽
し

ん
で
ほ
し
い
―
。
お
い
し
い

も
の
を
選
ん
で
提
案
す
る
ス

タ
イ
ル
を
心
掛
け
、
日
本
酒

や
ウ
イ
ス
キ
ー
、
ビ
ー
ル
や

焼
酎
な
ど
多
種
多
様
に
取
り

そ
ろ
え
て
い
る
店
。

　
〝
お
客
さ
ん
が
飽
き
な
い

よ
う
に
〟
と
、
ほ
ぼ
毎
日
何

か
を
特
売
。
中
で
も
、
日
本

酒
や
フ
ル
ー
ツ
リ
キ
ュ
ー
ル

な
ど
の
ギ
フ
ト
解
体
セ
ー
ル

は
半
額
で
販
売
し
て
お
り
、

高
級
品
が
値
打
ち
に
買
え
る

と
評
判
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
、
木

だ
る
の
香
り
・
ま
ろ
や
か
な

た
る

味
わ
い
が
好
評
「
樽
焼
酎
」

の
量
り
売
り
（
一
・
八
㍑
、

瓶
付
き
）
は
九
百
八
十
七
円

（
税
込
み
）
。
人
気
の
プ
レ

ミ
ア
ム
焼
酎
「
魔
王
」
も
取

り
扱
っ
て
お
り
、
多
く
の
人

に
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

努
め
て
い
る
。

　
「
春
ご
ろ
に
造
ら
れ
、
夏

に
貯
蔵
・
熟
成
さ
れ
、
お
い

し
い
日
本
酒
が
数
多
く
出
回

る
時
期
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
」
と
社
長
の

中
山
利
徳
さ
ん
�
�
。
商
品

棚
に
見
当
た
ら
な

い
銘
柄
も
、
で
き

る
限
り
取
り
寄
せ

て
く
れ
る
と
の
こ

と
。
ぜ
ひ
一
度
訪

れ
て
み
て
は
？

　
毎
週
水
曜
定
休

（
祝
祭
日
は
営

業
）
。
営
業
時
間

は
午
前
十
時
―
午

後
八
時
。
☎
（
７

９
３
）２
８
１
６
。

　
応
募
い
た
だ
い
た
際
の
個

人
情
報
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
掲

載
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
送
付
の
目

的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
中
日
新
聞
販
売
店
が
お
届

け
し
ま
す
。

　
柳
川
　
奏
人
く
ん
（
や

な
が
わ
・
か
な
と
）

Ｈ
�
・
�
・
�
生
ま
れ

＝
大
森
４
＝

　
▽
毎
日
、
幸
せ
な
時
間

を
あ
り
が
と
う
�

　中山　柚葉ちゃん（なかやま・ゆ

ずは）

Ｈ�・６・�生まれ＝大森北１＝

　▽優しくて強い女の子にな～れ�

　
本
コ
ー
ナ
ー
（
応
募
時
で
二
歳

未
満
の
お
子
さ
ん
対
象
）
で
は
、

受
け
付
け
順
に
全
て
の
方
を
紹
介

し
、
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ
ー
ル

で
。
本
人
一
人
で
写
っ
て
い
る
写

真
（
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
）
の

ほ
か
①
住
所
②
氏
名
・
ふ
り
が
な

③
性
別
④
生
年
月
日
⑤
保
護
者
名

⑥
メ
ッ
セ
ー
ジ
⑦
電
話
番
号
⑧
お

近
く
の
中
日
新
聞
販
売
店
名
を
書

き
添
え
て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０

７
、
松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー

ム
ニ
ュ
ー
ス
「
元
気
く
ん
・
ち
ゃ

ん
」
係
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
メ
ー
ル
は
、
件
名
に
「
元
気
く

ん
・
ち
ゃ
ん
」
、
本
文
に
①
か
ら

⑧
、
写
真
デ
ー
タ
を
添
付
し
て
＝

ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
＠
ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ

ｅ．ｊ
ｐ
（
携
帯
の
絵
文
字
は
使
用

不
可
で
す
）
＝
へ
。
画
質
に
よ
っ

て
は
掲
載
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

多くの来場者でにぎわう「もり
やまふれあい彩祭り」（昨年）

体を動かして楽しむ参加者ら（前回）

　
恒
例
「
も
り
や
ま
ふ
れ
あ
い

い
ろ
ど
り

彩
祭
り
２
０
１
８
」
が
二
十
八

日
（
日
）
午
前
九
時
五
十
分
―

午
後
三
時
、
金
城
学
院
大
学
＝

大
森
二
＝
体
育

館
で
開
か
れ

る
。

　
私
学
を
よ
く

す
る
愛
知
父
母

懇
談
会
守
山
ブ

ロ
ッ
ク
、
同
祭

実
行
委
員
会
が

主
催
。
地
域
の

人
た
ち
と
共
に

教
育
を
考
え
よ

う
と
、
市
民
参

加
型
で
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
祭
り
を
年
二
回
行
っ

て
い
る
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
区
内
団
体

な
ど
出
演
の
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
催
さ
れ
る
ほ

か
、
中
高
生
ら
が
合
唱
や
吹
奏

楽
を
披
露
。
金
城
学
院
大
学
チ

ア
ダ
ン
ス
部
「
マ
ジ
ョ
ル
テ
・

ア
ミ
ー
ズ
」
も
登
場
す
る
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ン
ド
ル
や
ア
ク

セ
サ
リ
ー
な
ど
「
モ
ノ
づ
く
り

コ
ー
ナ
ー
」
を
は
じ
め
、
手
作

り
ゲ
ー
ム
や
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

と
い
っ
た
遊
び
、
い
ろ
い
ろ
楽

し
く
学
べ
る
講
座
が
所
狭
し
と

並
ぶ
。

　
そ
の
ほ
か
、
毎
回
人
気
の
体

験
イ
ベ
ン
ト
「
探
求
授
業
�
お

寿
司
で
学
ぶ
お
仕
事
体
験
」

（
小
学
生
対
象
、
予
約
優
先
）

や
瀬
戸
線
沿
線
の
今
昔
が
分
か

る
写
真
展
、
多
彩
な
模
擬
店
も

あ
り
、
こ
と
し
も
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
入
場
無
料
。
問
い
合
わ
せ
は

同
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
の
宇

野
さ
ん
＝
携
帯
０
９
０
―
６
０

７
８
―
１
８
７
２
＝
へ
。

　
無
理
な
く
体
を
動
か
し
て
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
す
る
催
し

「
も
り
や
ま
体
操
の
日
」
が
二

十
二
日
（
月
）
か
ら
計

四
回
、
守
山
区
役
所
＝

小
幡
一
＝
講
堂
で
開
か

れ
る
。
一
般
対
象
、
参

加
無
料
。

　
健
康
体
操
を
普
及
さ

せ
る
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
守
山
区
健
康
づ
く

り
リ
ー
ダ
ー
が
主
催
。

ま
た
「
も
り
や
ま
体

操
」
は
二
〇
〇
六
（
平

成
十
八
）
年
に
誕
生
。

誰
で
も
で
き
、
高
齢
者

が
要
支
援
・
要
介
護
に

な
ら
な
い
よ
う
に
と
考
案
さ
れ

た
。

　
も
り
や
ま
体
操
の
日
は
、
楽

し
く
元
気
に
…
の
目
的
の
ほ

か
、
来
年
三
月
三
日
に
ド
ル
フ

ィ
ン
ズ
ア
リ
ー
ナ
（
愛
知
県
体

育
館
）
で
開
催
「
第
�
回
記
念

健
康
の
た
め
の
体
操
発
表
会
」

へ
向
け
た
練
習
も
兼
ね
て
行
う

も
の
。
た
だ
し
、
同
発
表
会
へ

の
参
加
は
希
望
者
の
み
。

　
十
月
二
十
二
日
以
降
の
日
程

は
十
二
月
十
日
（
月
）
・
一
月

二
十
五
日
（
金
）
・
二
月
二
十

二
日
（
金
）
。
各
日
と
も
午
前

十
時
―
同
十
一
時
半
、
当
日
自

由
参
加
。
運
動
の
で
き
る
服
装

と
靴
で
、
飲
み
物
や
タ
オ
ル
を

持
参
と
の
こ
と
。

　
問
い
合
わ
せ
は
守
山
区
健
康

づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
の
酒
井
さ
ん

＝
携
帯
０
９
０
―
６
６
４
５
―

５
２
１
２
＝
へ
。

　
◇
カ
キ
展

　
�
日
（
日
）
ま
で
、
前
９
―

後
４
・
�
、
東
谷
山
フ
ル
ー
ツ

パ
ー
ク
☎
（
７
３
６
）
３
３
４

４
。
秋
の
果
物
・
カ
キ
の
い
ろ

い
ろ
な
品
種
を
展
示
。
※
�
日

（
月
）
は
休
園
日
。
無
料

　
◇
道
草
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
�
日
（
水
）
前
�
―
正
午
、

森
林
公
園
＝
尾
張
旭
市
新
居
五

一
八
二
ノ
一
＝
植
物
園
内
展
示

館
前
集
合
☎
０
５
６
１
（
�
）

１
５
５
１
。
花
や
虫
、
鳥
な
ど

を
観
察
し
な
が
ら
緑
の
中
を
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
。
一
般
対
象
。
当

日
受
け
付
け
。
無
料
（
た
だ

し
、
植
物
園
入
園
料
と
し
て
大

人
一
人
二
百
十
円
要
）

　
◇
移
動
児
童
館
　
ｉ
ｎ
　
大

森
会
館

　
�
日
（
水
）
前
�
・
�
―
�

・
�
、
大
森
会
館
＝
大
森
二
ノ

一
七
二
一
。
※
問
い
合
わ
せ
は

守
山
児
童
館
☎
（
７
９
６
）
１

５
０
１
へ
。
親
子
で
体
を
動
か

す
な
ど
リ
ズ
ム
遊
び
の
ほ
か
、

子
育
て
相
談
も
。
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
対
象
。
無
料

　
◇
第
�
回
守
山
生
涯
学
習
ま

つ
り
～
セ
ン
タ
ー
の
楽
し
き
学

び
�
年
～

　
�
日
（
土
）
前
９
・
�
―
後

５
、
�
日
（
日
）
前
�
―
後

３
、
守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
（
７
９
１
）
７
１
６
１
。
同

セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
る
自

主
学
習
グ
ル
ー
プ
の
作
品
展
示

や
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
体
験
教

室
、
バ
ザ
ー
な
ど
。一
般
対
象
。

無
料
（
有
料
の
催
し
も
あ
り
）

　
◇
も
り
や
ま
っ
こ
子
育
て
広

場
　
ｉ
ｎ
　
守
山

　
�
日
（
木
）
前
�
―
正
午
、

守
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
。
※

問
い
合
わ
せ
は
区
役
所
民
生
子

ど
も
課
☎
（
７
９
６
）
４
５
９

２
へ
。
親
子
で
一
緒
に
体
を
動

か
し
た
り
、
手
作
り
お
も
ち
ゃ

で
楽
し
め
る
ほ
か
、
子
育
て
に

役
立
つ
ミ
ニ
講
座
と
情
報
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
。
区
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
モ
リ
ス
ち
ゃ

ん
」
が
来
場
。
靴
を
入
れ
る
袋

を
持
参
。
未
就
園
児
と
そ
の
保

護
者
対
象
。
無
料

　
◇
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の
お
は
な

し
会

　
�
日
（
木
）
前
�
・
�
―
�

・
�
、
志
段
味
図
書
館
☎
（
７

３
６
）
６
９
０
７
。
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
、
わ
ら
べ
う
た
な

ど
。
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
対

象
。
無
料

　
◇
え
い
ご
で
た
の
し
む
お
は

な
し
会

　
�
日
（木
）後
４
―
４
・
�
、

守
山
図
書
館
☎
（
７
９
３
）
６

２
８
８
。
金
城
学
院
大
学
の
皆

さ
ん
に
よ
る
季
節
に
ち
な
ん
だ

歌
、絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
。

幼
児
・
小
学
生
対
象
。
無
料

　
◇
健
康
も
り
モ
リ
ッ
ス
体
操

ク
ラ
ブ
～
運
動
は
〝
元
気
の

薬
〟
～

　
�
日
（
土
）
前
�
―
�
、
守

山
区
社
会
福
祉
協
議
会
☎
（
７

５
８
）
２
０
１
１
。
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
や
ゲ
ー
ム
を
中
心

に
、
年
代
を
問
わ
ず
楽
し
め
る

体
操
ク
ラ
ブ
。
運
動
し
や
す
い

服
装
で
、
飲
み
物
を
持
参
。
一

般
対
象
。
無
料

　
◇
秋
ま
つ
り
「
野
点
」

　
�
日
（
土
）
前
�
・
�
―
後

２
、
守
山
福
祉
会
館
☎
（
７
９

３
）
６
３
３
０
。
お
抹
茶
の
ほ

か
、
パ
ン
や
野
菜
な
ど
を
販

売
。
※
な
く
な
り
次
第
終
了
。

一
般
対
象
。

　
◇
秋
の
い
け
花
展

　
�
日
（
日
）
前
�
―
後
４
、

守
山
区
役
所
講
堂
。
※
問
い
合

わ
せ
は
区
役
所
地
域
力
推
進
室

☎
（
７
９
６
）
４
５
２
７
へ
。

守
山
区
華
道
連
盟
所
属
・
教
授

者
の
社
中
に
よ
る
作
品
展
示
。

呈
茶
（
有
料
、
後
３
ま
で
）
あ

り
。
一
般
対
象
。
無
料

　
緑
樹
歌
会

　
　
　
　
　
　
岡
　
美
沙
子
選

空
見
上
げ
旅
路
の
ゆ
く
え
問
う

我
に
山
河
を
渡
る
風
し
ず
か
な

り
　
　
　
　
　
　
中
村
不
早
子

山
川
に
行
方
の
知
れ
ぬ
幼
児
の

二
夜
を
耐
へ
し
面
の
穏
や
か

　
　
　
　
　
　
　
松
原
　
弘
子

山
河
あ
れ
ど
国
の
敗
れ
し
悲
し

さ
を
次
の
世
代
は
味
は
ふ
な
ゆ

め
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
正
幸

仏
前
に
御
施
餓
鬼
終
え
し
を
報

告
す
微
か
な
秋
を
伝
え
く
る
風

　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
勝
子

何
用
も
な
け
れ
ど
通
う
喫
茶
店

に
あ
れ
こ
れ
年
金
話
と
び
か
う

　
　
　
　
　
　
　
深
水
　
十
馬

露
ほ
ど
の
真
白
き
稲
の
花
に
触

れ
母
の
手
を
ひ
く
通
院
の
径

　
　
　
　
　
　
　
岩
田
佐
智
子

僧
に
と
り
超
繁
忙
の
時
季
な
ら

く

む
盃
蘭
盆
供
終
へ
即
罷
り
ゆ
く

　

加
藤
　
繁
子

あ
り
な
し
の
風
に
ふ
は
ふ
は
と

合
歓
の
わ
た
夢
幻
の
は
な
と
し

ひ
ら
く
　
　
　
　
菊
池
　
隆
子

接
近
の
火
星
を
撮
る
と
出
で
し

夫
汗
ぐ
っ
し
ょ
り
に
濡
れ
て
戻

り
来
　
　
　
　
　
柴
崎
　
郁
子

ボ
ル
ネ
オ
の
捕
虜
へ
の
加
害
報

し
も
と

道
に
灼
熱
の
日
は
笞
と
注
ぐ
　

加
藤
　
静
子

さ

と

あ
を
清
き
故
郷
の
山
河
よ
無
限

な
る
み
祖
の
霊
を
ふ
ふ
み
て
し

づ
か
　

岡
　
美
沙
子

　
大
森
保
育
園
父
母
の
会
は
二

十
七
日
（
土
）
午
前
十
時
―
同

十
一
時
半
、
毎
年
恒
例
の
バ
ザ

ー
を
同
保
育
園
＝
大
森
三
ノ
五

〇
四
＝
で
催
す
。

　
園
児
ら
が
楽
し
む
文
化
行
事

の
資
金
集
め
、
地
域
と
の
交
流

を
目
的
に
開
い
て
い
る
も
の
。

日
用
雑
貨
や
衣
類
、
お
も
ち
ゃ

な
ど
未
使
用
品
・
リ
サ
イ
ク
ル

品
が
並
ぶ
。

　
バ
ザ
ー
実
行
委
員
は
「
エ
コ

バ
ッ
グ
を
持
参
の
上
、
早
め
に

お
越
し
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
掛

け
て
い
る
。
雨
天
決
行
、
駐
車

場
な
し
。
問
い
合
わ
せ
は
同
委

員
長
の
田
代
さ
ん
＝
携
帯
０
８

０
―
５
１
０
４
―
５
２
１
０
＝

へ
。

〔２〕２０１８年（平成３０年）１０月１３日（土曜日）

                     

                                                                                    

                                                                                                         


